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平
成
二
十
九
年
度
編
集
担
当
ご
挨
拶

○
多
々
あ
る
仕
事
内
容
に
、
責
任
の
重
さ
と
浅
学
の
辛
さ
を
感
じ
ま
す
が
、

五
名
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
鋭
意
努
め
て
参
り
ま
す
。
役
員
、
支
部
の
先
生
方
、
会
員
の
皆
様

の
ご
教
示
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

水
越　

幽
峰　

○
前
回
初
め
て
の
編
集
で
、
学
生
版
の
小
学
部
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
自

分
の
勉
強
不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
回
は
中
学
部
と
一
般
部
を
担
当

し
ま
す
。
皆
様
の
御
支
援
、
御
指
導
を
頂
き
、
自
か
ら
を
高
め
る
様
な

編
集
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
教
示
お
願
い
致
し
ま
す
。�

�

中
村　

一
誠　

○
初
め
て
、
編
集
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
主
に
、
一
般
誌
を
担
当
し
ま
す
。
編
集
長
や
他
の
編
集
委
員
、

事
務
局
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、
読
者
の
書
の
世
界
が
広
が
る

よ
う
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

　

大
久
保
樹
心　

○
「
か
な
」
担
当
と
し
て
初
め
て
の
編
集
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
編
集
長
を
中
心
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
取
り
組
む
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
諸
先
生
、会
員
の
皆
様
、事
務
局
の
方
々
、ど
う
ぞ
ご
教
示
、

ご
支
援
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

大
野　

幸
子　

○
今
年
度
、
学
生
版
小
学
部
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
前
年
度
同
様
、

小
学
校
の
「
書
写
」
と
違
い
を
生
ま
な
い
よ
う
作
業
を
進
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
諸
先
生
、
会
員
の
皆
様
、
事
務
局
の
皆
様
の
ご
協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

　
　
　

嶋
口　

一
葉　

　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
三
月

�

全
日
本
書
芸
文
化
院　

　

平
成
二
十
九
年
度
編
集
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　

水
越　

幽
峰

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

一
誠

　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
樹
心

　
　
　
　
　
　
　
　

大
野　

幸
子

　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
口　

一
葉
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平
成
二
十
九
年
三
月
十
日　

印
刷

平
成
二
十
九
年
三
月
十
五
日　

発
行九

〇
〇
円

水
越
幽
峰
・
中
村
一
誠

大
久
保
樹
心
・
大
野
幸
子

嶋
口
一
葉

編
集
後
記

◯
表
紙
は
「
那な

す
の
く
に
の
み
や
つ
こ
ひ

須
國
造
碑
」
で
す
。
こ

の
碑
の
建
立
は
七
〇
〇
年
頃
、
書
体

は
六
朝
風
の
楷
書
で
す
。
一
六
七
六

年
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

◯
表
紙
Ⅱ
は
平
川　

南
先
生
（
山
梨
県

立
博
物
館
館
長
、
人
間
文
化
研
究
機

構
常
勤
理
事
）
に
「
古
代
の
文
房
具
」

と
題
し
て
、
十
一
ヶ
月
連
載
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◯
学
書
の
友
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
の

全
書
芸
誌
文
中
か
ら
先
達
の
、「
私
の

創
作
を
語
る
」
と
略
歴
を
掲
載
し
ま

し
た
。
手
元
に
な
い
会
員
も
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
学
書
に

生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
昇
段
級
試
験
の
課
題
が
発
表
に
な
り

ま
し
た
。
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
早
目
に
対
策
を
練
り
準
備
を
し

ま
し
ょ
う
。
昨
年
の
全
書
芸
誌
十
月

号
に
昇
段
級
試
験
の
注
意
事
項
が
詳

細
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考

に
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。�

（
幽
峰
）

※郵便は〒 101−8715 神田局私書箱 37 号へ　宅配便は〒 101−0054 千代田区神田錦町 1−10−1　サクラビル１F へご送付お願い致します。

に
し
て
端
正
な
文
字
を
書
く
た
め
の
筆
で
あ
り
、
今

日
私
た
ち
が
日
常
使
用
し
て
い
る
水す

い

筆ひ
つ

と
は
構
造
的

に
異
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
古
代
に
も
一
般
的

に
文
書
用
に
は
水
筆
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。（
図
３
）

　

筆
の
価
格
は
、
鹿
毛
筆
が
一
管
（
筆
の
数
え
方
は

一
管
、
二
管
…
）
一
文
、
兎
毛
筆
は
一
管
四
〇
文
と
、

同
じ
筆
で
あ
り
な
が
ら
、
兎
毛
筆
の
高
価
な
こ
と
に

驚
く
。

　

中
国
で
は
、文
人
が
書
斎
（
文
房
―
房
は
「
厨
房4

」

な
ど
、
へ
や

4

4

の
意
）
で
使
用
す
る
文
具
（
文
房
具
）

の
う
ち
、
も
っ
と
も
重
要
な
４
種
―
筆
・
墨
・
硯
・

紙
―
を
「
文
房
四
宝
」
と
呼
ぶ
。（
図
１
）

　
　
　

筆

「
筆
」
を
「
ふ
で
」
と
よ
む
の
は
、「
文
（
ふ
み
）」

＋「
手（
て
）」に
よ
る
。
ま
た
筆
の
異
体
字
は「
笔
」

と
書
く
よ
う
に
、
筆
は
竹
の
軸
と
動
物
の
毛
を
束

ね
た
穂
先
か
ら
な
る
。
現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る

太
筆
の
ほ
と
ん
ど
は
馬
毛
で
あ
る
。
古
代
中
国
で

は
兎
の
毛
の
筆

が
、
漢
代
（
紀

元
前
202
〜
後
220

年
）
以
来
、
多

く
用
い
ら
れ
た
。

古
代
日
本
に
お

い
て
は
、
奈
良
・

正
倉
院
所
蔵
の

文
書
な
ど
か
ら
、

筆
は
兎う

さ
ぎ

・
狸た

ぬ
き

・

鹿
な
ど
の
毛
を

�

平ひ
ら

川か
わ

　
　
南み
な
み 

　

使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
兎
毛
は
先
が
鋭
く
、

強
靭
か
つ
弾
力
に
富
み
、
鹿
毛
は
柔
毛
だ
が
や
や
剛

く
、
腰
が
強
い
。
狸
毛
は
し
な
や
か
で
、
独
自
の
弾

力
性
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
筆
は
奈
良
時
代
の
国
家
的

写
経
事
業
な
ど
の
際
に
、
そ
の
特
質
を
生
か
し
て
用

途
に
よ
り
使
い
分
け
て
い
た
。
兎
毛
筆
は
経
典
の
書

写
用
、
書
写
し
た
経
典
の
題
名
を
表
紙
に
書
く
場
合

は
狸
毛
筆
、
や
や
剛
い
鹿
毛
筆
は
写
経
の
料り

ょ
う

紙し

に
界

線
（
文
字
の
行
間
な
ど
に
引
く
罫け

い

線せ
ん

）
を
引
く
の
に

用
い
ら
れ
た
。
正
倉
院
宝
庫
に
は
、
古
代
の
筆
18
本

が
現
存
し
、
詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

筆
の
作
り
方
は
、
ま
ず
穂
先
と
な
る
心
毛
を
揃
え
、

心
毛
の
先
を
少
し
残
し
て
、
こ
れ
に
麻ま

紙し

（
麻あ

さ

皮
で

作
っ
た
紙
）
を
、
包
帯
を
巻
く
よ
う
に
少
し
ず
つ
ず

ら
し
な
が
ら
数
回
巻
く
。
そ
の
周
り
に
毛
を
着
せ
、

腰
を
麻
糸
で
縛し

ば

る
。
こ
れ
を
数
回
繰
り
返
し
、
最
後

に
上
毛
（
化
粧
毛
）
で
覆
っ
て
麻
糸
で
締
め
く
く
る
。

こ
の
穂
先
を
竹
製
の
筆
管
に
挿
し
固
定
す
る
。
こ
の

穂
先
の
形
が
、
雀す

ず
め

の
頭
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
雀じ

ゃ
く

頭と
う

筆ひ
つ

と
呼
ば
れ
る
。（
図
２
）
こ
の
筆
は
、
穂
先
を
ど

の
よ
う
に
濡
ら
し
て
も
、
腰
ま
で
下
り
る
こ
と
が
な

く
、
ま
た
腰
ま
で
た
っ
ぷ
り
と
墨
汁
を
含
ま
せ
る
こ

と
も
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
謹
厳

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

山
梨
県
立
博
物
館
館
長
・
人
間
文
化
研
究
機
構
常
勤
理
事

山
梨
県
甲
府
市
生
ま
れ
。
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
研

究
員
、
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
助
教
授
、
同
教
授
、
館
長
を

経
て
現
職
。
専
門
は
日
本
古
代
史
。

著
書
に
『
漆
紙
文
書
の
研
究
』、『
墨
書
土
器
の
研
究
』、『
古

代
地
方
木
簡
の
研
究
』『
全
集
日
本
の
歴
史 

第
２
巻 

日
本
の

原
像
』、『
出
土
文
字
に
新
し
い
古
代
史
を
求
め
て
』、『
律
令

国
郡
里
制
の
実
像
』
上
巻
・
下
巻
、『
歴
博
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム 

古
代
日
本
と
古
代
朝
鮮
の
文
字
文
化
交
流
』な
ど
多
数
。

図
２ 

正
倉
院
伝
来
の
筆（
複
製
）〈
雀
頭
筆
〉

図１ 古代の文房具〔茨城県立博物館『よ
みがえる古代の茨城』２００３年より

図
３　

正
倉
院
文
書
に
み
え
る「
筆
」と「
墨
」。光
明
皇
太
后
の

写
経
事
業「
菟（
兎
）毛
筆
一
百
八
管
」「
墨
七
十
廷（
挺
）」

「
鹿
毛
筆
廾
管
」な
ど
と
書
か
れ
て
い
る

円
えん

面
めん

硯
けん

水
すい

滴
てき

刀
とう

子
ず墨

すみ

筆
ふで

風
ふう

字
じ

硯
けん


	hyousi

